
随意契約理由書 

１ 工  事  名 コンクリート床版大規模更新工事（2022-2-神） 

２ 業  者  名 清水建設株式会社 

３ 随意契約理由 

本工事は、神戸線において損傷が顕在化し、今後、長期間健全性の確保が困難なコン

クリート床版を対象に、神戸線リニューアル工事において床版取替を行う工事であり、

一般的なPC床版と比較して軽量かつ耐久性の高いコンクリート系床版の開発に関する共

同研究（以下「既往の共同研究」という。）の成果を基に、新設床版の試験施工を行うも

のである。 

本工事で床版取替を行う神S391は、阪神高速において阪神間を結ぶ大動脈である３号

神戸線に位置し、通行止めを実施しての床版取替工事は交通影響・社会的影響等お客様

に多大な影響を及ぼすことから、その影響の最小化を図る必要がある。 

そのため、本工事の遂行にあたっては、以下の条件を満たす新設床版への更新技術を

有することが契約相手方に求められる要件となる。 

① 既往の共同研究の目的を十分理解できること。 

② 軽量かつ耐久性の高いコンクリート系床版に関する技術を熟知し、リニューアル

工事期間において確実に床版取替が完了できる施工計画を立案し、これを反映し

た施工を実施できること。 

清水建設株式会社は、既往の共同研究の相手方として、2016年度からHSPJ及びHSPJを

用いたPcaPC床版の各種性能や施工性を確認するための各種検討を行ってきており、その

内容に精通しているとともに、関連する本研究の目的を十分理解していると認められ

る。また、2021年度には5号湾岸線中島排出路でHSPJを用いたPcaPC床版の試験施工にお

いて、リニューアル工事期間を想定した施工計画の立案及び施工を実施しており、いず

れも良好な成果が得られていることから、上記要件を唯一具備するものであると認めら

れる。 

よって、阪神高速道路株式会社契約規程第２条第２号の規定により随意契約とするも

のである。 

 阪神高速道路株式会社契約規程第２条第２号の規定による。 


